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猪鼻の滝（いのはなのたき） 

 「猪鼻の滝」は、追貝から栗原林道を 

皇海山方面にすすみ、途中に林道から川 

に下る道がありそこから川へと下ります。 

 林道から分かれた道はすぐに行き止ま 

りとなり道はなく、木々の間を抜け川へ 

とおりると滝が見えます。 

 滝の落差は約７㍍で、豪快に水しぶきを上げる名瀑で、滝

の落ち口にある岩が猪の鼻ににていることから「猪鼻（いの

はな）の滝」とよばれるようになりました。 

 明治･大正時代に文芸評論や紀行文で名をはせた大町桂月

は、明治４１年（１９０８）に群馬県の上毛三山を旅し、「猪

鼻の滝」見るために赤城山から追貝にやってきましたが、滝

を見たら期待はずれだったようです。（「関東の山水」に記載） 

        古寺の大榧 

 市指定天然記念物の「古寺の大榧（かや）」は、日向南郷 

から柿平に向かう道の脇にある樹齢およそ４００年、樹高約

１９㍍の大木です。 

             今はなくなりましたが、寛文１

２年（１６７２）に沼田市の了源

寺の末寺として、光林寺が建てら

れ、この榧はその頃植えられたも

のといわれています。 
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 年金者組合利根支部は７月２８日、昭和村で総会を開き、組合員数が４

８７人となり昨年７月１日と比較すると５４人の組合員が増えたことなど

が報告され、今年も仲間を増やし高齢者が元気に楽しくくらせる社会を      

つくるための活動方針などが話し合わ

れました。 

 第二部では、参加者で歌を歌ったり、

組合員によるハーモニカ演奏、カラオ

ケ、民謡踊りなども披露され、楽しい

時間をすごしました。 

 沼田市の都市計画地域（市街地、利南地区・池田地区・

薄根地区の一部）の土地区画整理事業や都市計画道路の

整備、公園の整備などのまちづくりをすすめる考え方、

基本的な計画となる、「沼田市都市計画マスタープラン」

が改定されました。 

 市では、平成２２年（２０１０）３月に「沼田市都市

計画マスタープラン」を策定しましたが、人口減少や高

齢化の進展など社会情勢が大きく変化したことから、１

０年ぶりに改定がおこなわれました。 

 住環境の整備などをすすめるとしていますが、、具体的

な事業や実施時期についてはふれられていません。 

 自民党の萩生田幹事長代行は、インターネット番組で「有力な方を議長

において憲法改正シフトを国会がおこなっていくというのが極めて大事

だ」と語り、改憲のために衆議院議長の交代も必要との認識を示しました。 

 萩生田幹事長代行の発言は、議会制民主主義の根幹である三権分立の根

本的な理念を乱暴に踏みにじるものです。 

 参議院選挙後の朝日新聞、読売新聞、共同通信の世論調査で、安倍政権

が優先して取り組む課題は、年金など社会保障が朝日新聞３８％、読売新

聞４１％、共同通信４８．５％で最も高く、改憲はいずれの新聞社も一桁

台で、この調査で改憲ではなく国民の願いは、年金など社会保障の充実を

求めていることが浮き彫りになりました。 

 


